
１．理解できた

99.5%

２．あまり理解

できなかった

0.2%

３．無回答

0.2%

１．思った

99.3%

２．思わなかった

0.3%

３．無回答

0.3%

１．着用している

84.0%

２．着用していない

13.2%

３．無回答

2.8%

１．思った

94.7%

２．思わなかった

5.3%

スケアード・ストレイトによる高校生交通安全教室 実施アンケート結果 
 
 
Q１．交通ルールやマナーの重要性について          Q２．交通安全教室に参加して、自転車の走行を 

理解できましたか。                       もっと注意しなければならないと思いましたか。 
  
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q３．自転車を利用する際、ヘルメットを             Q４．（Q３で「２．着用していない」と答えた方にお尋 

   着用していますか。                         ねします。）交通安全教室に参加して、ヘル 

メットを着用しようと思いましたか。 

                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Q５．交通安全教室に参加して思ったことや、感じたことを書いてください。 

 

１年生 

・いつもヘルメット着けているが、ヘルメットだけで守れるわけではないと分かったので、もっと気を付けて運転しよ

うと思った。 

・なんとなく「自分は大丈夫だろう」と思っていて、先生や親が言うからヘルメットをしていたけれど、今回の教室に

参加して、いつ巻き込まれるか分からないし、自分の命を守るためにも誰かに言われるからではなく、自分から

気を付けようと思った。 

・周りの友達はヘルメットを使っている人があまりいないので、ヘルメットを着けることを勧めたいと思う。 

・どちらか一方が意識しているだけでは事故が起こってしまうので、全員が安全に気を付けるべきだと思った。 

・スマホや傘などを使いながら自転車に乗ってはいけないことは分かっていたけれど、実際に見て危険な理由が

分かった。 

・今まで「交通ルール」という言葉を聞く機会は多かったけれど、正直よく理解していなかった。しかし、今回の教

室に参加して、どんなルールがあるのか、事故はどのような原因・状況で起こるのか、詳しく学ぶことができたの

で、これから自転車に乗る時は人一倍気を付けたい。 

・今回は演技だったので良かったけれど、本当の事故は起きってしまったら二度と取り返しがつかないし、人の命

を奪ってしまえるのが怖いと思った。なので、自分の交通マナーを自分や他の人を守るためにもアップデートし

ていきたい。 

・自分が思ってもいない場面でも事故は起こり得ることを知った。 

・自転車や車がルールを守って周りを見ることも大切だけど、歩行者が周りを見ることで防げる事故もあると思うの

で、どの立場でもルールを頭に入れ、事故なく安全にすごせるようにしたい。 

 

２年生 

・登下校の時に通る道が狭く、トラックがよく通る場所がほとんどで、「運転する人が気を付けてくれるから大丈夫」

と思い危機感を持っていなかったので、自身も気を付けようと思った。 

・実際に事故に遭ったら痛いだけでは済まないので、交通ルールを守って、しっかりヘルメットを着けて、注意しな

がら自転車に乗ろうと思った。 

・今回の教室に参加して、想像していた事故より怖いと思ったし、自転車の運転には気を付けているつもりだった

けれど、まだ気をつけないといけないところがあると分かった。 

・スマホを見ることや二人乗りなど、自分たちにとってはちょっとしたことでも、命に関わる大事故になることを改め

て感じた。これからは、交通安全に気を付けて、もし、友達が危ないことをしていたら注意してあげたいと思った。 

・自分は事故には遭わないと思っていたけれど、気を付けないと事故は起きてしまうのということが分かった。危険

は身近に潜んでいるので、他人事のように思わず生活していきたい。 

・歩行者でも直せる部分はたくさんあったので、気を付けながら登校したい。 

・何気ない登下校の道でも、いつも安全・安心だと思わず、周りをしっかりと見て、交通ルールを守り安全にすごし

たい。 

 

３年生 

・ヘルメットを持っていないので、自転車に乗るときは買ってから乗るようにしたい。 

・ひとつひとつの小さな違反を「これくらい良いや」と見過ごしてしまうと積もり積もって大きな事故・怪我につながっ

てしまうことを理解することができた。 

・自転車には乗らないけれど、歩行者としてもながらスマホはやめようと思った。兄弟が自転車を使うので、今回の

ことを教えてあげて、自分も兄弟も交通ルールを守ってすごしたい。 

・車や自転車は便利だけど、簡単に人の命を奪えるものなので、そのことを意識したい。 

・実際の事故はいつ起こるかも分からないし、車のスピードももっと出ている。ほんの少しの注意を払うだけで防げ

たり、被害を少なくしたりできるかもしれないと思ったので、自分にできる対策はしっかりとして、自身も相手のこと

も守れるようにしたい。 

・自分が加害者にも被害者にもならないために、今回学んだことを生かしていきたい。来年くらいには車の免許を

取ると思うので、今日のことを思い出して運転したいと思う。 


